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　私たち株式会社八千代組は、土木･建築工事を中心として『質実剛健』をモットーに

自然豊かな徳島県南の土地に昭和8年の創業以来さまざまな地域社会に貢献できる企業

を目指してまいりました。
総合建設業として事業拡大に伴う責任ある企業になる為に、地域に、お客様に、そして
地球の豊かさを未来に引き継ぐ企業となるよう、二酸化炭素の削減、廃棄物の削減、社
会貢献活動等に社員一丸となって邁進する所存でございます。

＜環境経営理念＞

これからも総合建設業として業務を通じて社員一同、地球温暖化問題や地域の環境活動
に自主的・積極的に取り組んでまいります。

＜環境保全への行動指針＞

1 地域と共に発展していく為に事業活動を認識し地球環境の保全と改善に向けて
自主的・積極的・継続的に取組み、総合建設業としての責任と役割を果たして
いきます。

2 事業活動に係る環境関連の法令、徳島県条例、その他を遵守します。

3 二酸化炭素排出量の削減に努めます。

4 廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

5 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

6 環境に配慮した工事に努めます。

7 経済・社会・政策等の状況を踏まえ、環境経営の継続的改善を推進します。

8 地域の夏祭りや清掃活動等の地域貢献活動や環境活動に積極的に参加します。

制定日

株式会社八千代組

■ご挨拶

■環境経営方針

平成30年12月1日

代表取締役　森本 則明
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事業所名 株式会社八千代組

代表者 代表取締役 森本 則明
〒774-0030　

事業所 本社 阿南市富岡町内町211番地
〒772-0214

松茂営業所 板野郡松茂町満穂字満穂開拓7-5
〒774-0009

倉庫・資材置場① 阿南市西路見町堤外7-1
〒774-0030

倉庫② 阿南市富岡町トノ町104-1
〒774-0030

倉庫③ 阿南市東仲町282-1

環境管理責任者 専務取締役 小牧 恵子
TEL：0884-22-0367 FAX:0884-22-3021

担当者及び連絡先 建築部　常務 西野 敏昭 yachiyo-nishino@m9.dion.ne.jp

事業内容 徳島県知事許可（特-30）第1112号

土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、石工事業、

屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、鋼構造物工事業、

舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、内装仕上工事業、

水道施設工事業、解体工事業

徳島県知事許可（般-30）第1112号

左官工事業、鉄筋工事業、防水工事業、建具工事業

設立年月日 昭和8年8月1日

事業規模 資本金 3,000万円

売上高 約26億円/年（R3.12～R4.11）

従業員数 26名

延床面積 本社　 326.00m2

倉庫 562.00m2

資機材置場 535.00m2

■事業所の概要
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土木工事

建築工事

住宅工事

地域貢献
活動

毎年7月にある阿南夏祭りですが2020年より新型コロナウィルス感染症の為、中止。
本社のある富岡商店街での八千代組社員一同とその家族での災害復興義援金集めの模擬店
開催も中止。しかし、義援金活動は中止せずに募金することとなりました。

清掃活動

本社がある阿南市富岡町近くの桑野川沿いの高架下道路では大雨が降るとゴミなどが原因で
灌水することもよくあるので日頃から社員一同で清掃活動を実施しています。

■事業の紹介

2019年の様子 2022年の様子
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社長 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を

　用意

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標の設定を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境経営計画書を承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局 ・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成

・環境経営目標・環境活動実施計画書原案の作成

・環境経営計画の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト･訓練･記録

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

全従業員 ・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

松茂営業所管理 倉庫①②③管理

役割・責任・権限

環境管理責任者

専務

環境事務局
総務部　主任 
建築部 常務

総務部 土木部 建築部

社長

■環境経営組織図及び役割･責任･権限表

代表者
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■環境経営目標及び実績

2019年 2020年 2021年 2022年

基準年 令和2年度 令和3年度 令和4年度

基準値 基準年の-1% 基準年の-2% 基準年の-3%

目標値 95,835.00 94,867.00 93,899.00

実　績 96,802.71 176,240.36 206,981.05 129,346.65

達成率 54.38% 45.83% 72.59%

目標値 62,387.00 61,757.00 61,126.00

実　績 63,017.00 90,644.00 127,894.00 87,704.00

達成率 68.83% 48.29% 69.70%

目標値 25,978.00 25,715.00 25,453.00

実　績 26,240.10 58,278.09 64,493.48 39,524.43

達成率 44.58% 39.87% 64.40%

目標値 434.00 430.00 425.00

実　績 438.30 309.80 303.10 231.60

達成率 140.09% 141.87% 183.51%

目標値 941,965.00 932,450.00 922,936.00

実　績 951,480.00 1,177,739.00 1,676,671.63 763,760.00

達成率 79.98% 55.61% 120.84%

目標値 79.00 81.00 82.00

実　績 78.55 78.00 86.90 94.10

達成率 98.73% 107.28% 114.76%

目標値 704.00 697.00 690.00

実　績 711.00 490.00 2,444.00 942.00

達成率 143.67% 28.52% 73.25%

目標値 7.00 8.00 8.00

実　績 6.00 6.00 2.00 3.00

達成率 85.71% 25.00% 37.50%

○電力の排出係数は基準年度、0.392（㎏-CO2/kWh）を使用

【評価基準】　○：90～100%　△：70～89%　×：70%未満

■コメント

二酸化炭素の排出量
（kg－CO2）

× × △

環境目標項目

環境目標値

評価 評価 評価

電力使用量
（kWh）

× × ×

化石燃料使用量
（ℓ）

× × ×

一般廃棄物の削減
（kg）

○ ○ ○

産業廃棄物の削減
（kg）

△ × ○

廃棄物リサイクル率
（％）

△ ○ ○

水道水の削減
（ｍ3）

○ × △

省エネ建物の推進
（棟）

△ × ×

全　体
新型コロナウィルス感染症及びロシアのウクライナ侵攻による物価高騰や資機材不足
から入札案件の減少や住宅建築価格が､前年より約1.5倍となり全体の工事件数の大幅
な減少から改善傾向であった。

二酸化炭素の排出量
本社や工事現場でコロナ対策をしながらの夏場､冬場での電気使用量､化石燃料使用量
が大幅な削減には至らず､目標達成率72.59％となった。

電力使用量
働き方改革実施により使用量削減傾向ではあったが､新型コロナウィルス感染症に伴う
エアコン等の使用状況が影響し､目標達成率69.7％となった。

化石燃料使用量
遠距離での工事現場数の減少からガソリン等の使用量削減には繋がったが､コロナ対策
(窓開閉等)により本社､現場での灯油使用量が､増加したことから目標達成率64.64％と
なった。
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活動：○よくできた　△まあまあできた　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減 達成状況

・空調温度の適正化

事務所（冷房28℃･暖房20℃） ×

現　場（冷房28℃･暖房20℃） ×

・エアコンの清掃を6か月毎に実施 ○

・不要照明の消灯 ○

(退出時､休憩時間)

電力
2019年

(基準年度)
2020年 2021年 2022年

目標値 65,427.16 62,387.00 61,757.00 61,126.00

実　績 63,017.00 90,644.00 127,894.00 87,704.00

達成率 103.82% 68.83% 48.29% 69.70%

kg-CO2/kWh 0.392 0.392 0.392 0.392

※2020年より目標値を基準年度実績の-5%から-1%に変更

2030年までに、だれもが、安い値段で、安定的で

現代的なエネルギーを使えるようにする。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

約7億8,900万人が電気のない暮らしを送って

いる

目標：新しいエネルギーを創出

実行：まずは会社や家の電気を節電

空調温度の適正化､不要照明の消灯の取組状況

二酸化炭素排出係数

■環境経営計画の取組結果とその評価

電力使用量
（kWh）

取組結果とその評価、次年度の取組内容
本社事務所では、働き方改革、ワーク・ライフ・
バランスの導入により、電気使用量が大幅に削減
されたが､現場では､コロナ対策としての窓開放や
熱中症対策から空調温度の適正化ができなかっ
た。

65,427.16 62,387.00 61,757.00 61,126.00 63,017.00 

90,644.00 

127,894.00 

87,704.00 

2019年

(基準年度)

2020年 2021年 2022年

電力使用量

目標値 実 績

不要照明の消灯

冷房28℃･暖房20℃

照明･エアコンの

スイッチの入切チェッ

クPOP
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活動：○よくできた　△まあまあできた　×全くできなかった

燃料の削減 達成状況

・自動車燃料の削減

アイドリングストップ ×

効率的なルートでの運転 ○

○

給油毎にタイヤ空気圧の点検 ○

・灯油､ガスによる温水温度の適正化 ×

化石燃料
2019年

(基準年度)
2020年 2021年 2022年

目標値 22,302.00 25,978.00 25,715.00 25,453.00

実　績 26,240.10 58,278.09 69,814.73 39,524.43

達成率 84.99% 44.58% 36.83% 64.40%

※2020年より目標値を基準年度実績の-5%から-1%に変更

気候変動への対応を、それぞれの国が、

国の政策や、戦略、計画に入れる。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

地球温暖化によってさまざまな自然災害が

起きている

目標：CO2排出量を減らす取り組み

実行：環境を守るための小さな行動として

 CO2排出量の少ない移動手段を選び

 エコドライブを

 実施する

低公害車､低燃費車､ETC搭載車等の購入による

燃料削減の取組状況

■環境経営計画の取組結果とその評価

取組結果とその評価、次年度の取組内容

化石燃料使用量
（ℓ）

本社事務所では､昨年に引き続きコロナ対策として
窓開放等による冬場の灯油使用量が増加し､温水温
度の適正化ができなかった。現場では､コロナ対策
として車内休憩等を実施していた為､アイドリング
ストップが未達となった。赤信号手前､下り坂でのアクセル踏込み禁止

22,302.00 
25,978.00 25,715.00 25,453.00 26,240.10 

58,278.09 

69,814.73 

39,524.43 

2019年

(基準年度)

2020年 2021年 2022年

化石燃料使用量

目標値 実 績

ハイブリッド車・

低排出ガス車・

燃費基準達成車

の購入

第3次排出ガス対策型

建設機械の使用
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活動：○よくできた　△まあまあできた　×全くできなかった

一般廃棄物の削減 達成状況

・分別の徹底 ○

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

・梱包材の再利用 ○

・裏紙の再利用 ○

・電子メディアの活用による印刷物の削減 △

一般廃棄物 2019年
(基準年度)

2020年 2021年 2022年

目標値 910.00 434.00 430.00 425.00

実　績 438.30 309.80 303.10 231.60

達成率 207.62% 140.09% 141.87% 183.51%

※2020年より目標値を基準年度実績の-5%から-1%に変更

2025年までに、海洋ごみや富栄養化など、特に

陸上の人間の活動によるものをふくめ、あらゆる

海の汚染をふせぎ、大きく減らす。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

世界では年間800万トンものプラスチックが

海に流れ出ている

目標：海のゴミを減らす取り組み

実行：アドプト活動やゴミを増やさない努力

 の実施

ゴミの分別の徹底、裏紙・封筒・ダンボール等の

再利用による一般廃棄物削減の取組状況

■環境経営計画の取組結果とその評価

一般廃棄物排出量
（kg）

取組結果とその評価、次年度の取組内容
本社事務所・現場共に、昨年より一般ゴミの分別
・削減と再利用を徹底し、紙・ダンボール・瓶・
ペットボトル・缶・プラスチック等の資源ゴミ
は、地域のリサイクルボックス・再生業者に持込
をしたことでゴミの削減に成功した。また、現場
では缶・瓶・ペットボトルは、自動販売機設置業
者への引取や弁当ゴミの持ち帰りを徹底した。

910.00 

434.00 430.00 425.00 438.30 

309.80 303.10 
231.60 

2019年

(基準年度)

2020年 2021年 2022年

一般廃棄物排出量削減

目標値 実 績

裏紙の再利用

ゴミの分別の徹底
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活動：○よくできた　△まあまあできた　×全くできなかった

産業廃棄物の削減 達成状況

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

・素材別ボックスの設置 ○

・リサイクル業者の開拓 △

・分別の徹底 ○

・再資源化先の開拓 △

産業廃棄物
2019年

(基準年度)
2020年 2021年 2022年

目標値 636,000.00 941,965.00 932,450.00 922,936.00

実　績 951,480.00 1,177,739.00 1,676,671.63 763,760.00

達成率 66.84% 79.98% 55.61% 120.84%

※2020年より目標値を基準年度実績の-5%から-1%に変更

2030年までに、ごみが出ることを防いだり、減らし

たり、リサイクル・リユースをして、ごみの発生する

量を大きく減らす。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

世界では毎年、約1.3億トンもの食料が捨てら

れている

目標：資源を有効に使う新たなサービスの形

実行：ゴミの分別や商品の「外側」

 にも目を向けよう

マニフェストの配布及び管理の徹底と現場の分別用

コンテナの設置による取組状況

■環境経営計画の取組結果とその評価

産業廃棄物排出量
（kg）

取組結果とその評価、次年度の取組内容
現場では、解体工事等の件数が減少したことか
ら、産業廃棄物の数量減少に繋がったが､素材別
ボックスの設置等による再資源化の徹底にも努め
たことも要因のひとつと考える。継続課題として
は、リサイクル業者・再資源化先の開拓である。

636,000.00 

941,965.00 932,450.00 922,936.00 951,480.00 

1,177,739.00 

1,676,671.63 

763,760.00 

2019年

(基準年度)

2020年 2021年 2022年

産業廃棄物排出量削減

目標値 実 績
マニフェストの管理

各品目別のコンテナ設置

10ページ



活動：○よくできた　△まあまあできた　×全くできなかった

水道水の削減 達成状況

・節水シールの貼付けとポスター掲示 ○

・節水弁取り付け ×

・自動水栓取り付け ×

・食器等のため洗い ○

・掃除のとき湯水や洗剤を使いすぎない ○

・捨て水を有効活用する ○

水道水
2019年

(基準年度)
2020年 2021年 2022年

目標値 943.11 704.00 697.00 690.00

実　績 711.00 490.00 2,444.00 942.00

達成率 132.65% 143.67% 28.52% 73.25%

※2020年より目標値を基準年度実績の-5%から-1%に変更

2030年までに、だれもが安全な水を、安い値段

で利用できるようにする。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

世界人口の3分の1が安全な水を使えない

目標：安全な水とトイレをみんなが使える

ようにする

実行：食器洗いや掃除で流す水をなるべく

 きれいにする

節水シール貼付による水道水削減の取組状況

■環境経営計画の取組結果とその評価

総排水量
（ｍ3）

取組結果とその評価、次年度の取組内容
本社事務所では、働き方改革、ワーク・ライフ・
バランスの導入により、水道水使用量が大幅に削
減された。現場では、地盤改良工事及び杭打ち工
事等の多量に水道水を使用する工事の減少から前
年度より改善があった。節水弁・自動水栓取付が
未達となった。

943.11 
704.00 697.00 690.00 711.00 

490.00 

2,444.00 

942.00 

2019年

(基準年度)

2020年 2021年 2022年

水道水の削減

目標値 実 績

節水マークの貼付

3F事務所給湯所 来客用トイレ
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■次年度環境経営目標

2022年 2023年 2024年 2025年

基準年 令和5年度 令和6年度 令和7年度

基準値 基準年の-1% 基準年の-2% 基準年の-3%

目標値 143,856.00 142,403.00 140,950.00

実　績 145,308.78

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 86,827.00 85,950.00 85,073.00

実　績 87,704.00

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 39,129.00 38,734.00 38,339.00

実　績 39,524.43

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 229.00 227.00 225.00

実　績 231.60

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 756,122.00 748,485.00 740,847.00

実　績 763,760.00

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 95.00 97.00 98.00

実　績 94.10

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 933.00 923.00 914.00

実　績 942.00

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

目標値 5.00 5.00 5.00

実　績 3.00

達成率 0.00% 0.00% 0.00%

○電力の排出係数は基準年度、0.574（㎏-CO2/kWh）を使用

【評価基準】　○：90～100%　△：70～89%　×：70%未満

■コメント

二酸化炭素の排出量
（kg－CO2）

環境目標項目

環境目標値

評価 評価 評価

電力使用量
（kWh）

化石燃料使用量
（ℓ）

一般廃棄物の削減
（kg）

産業廃棄物の削減
（kg）

廃棄物リサイクル率
（％）

水道水の削減
（ｍ3）

省エネ建物の推進
（棟）

全　体

二酸化炭素の排出量

電力使用量

化石燃料使用量
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電力による二酸化炭素削減 担当部署 ｽｹｼﾞｭｰﾙ ﾁｪｯｸ ｽｹｼﾞｭｰﾙ 最終確認

・空調温度の適正化

事務所（冷房28℃･暖房20℃）

現　場（冷房28℃･暖房20℃）

・エアコンの清掃を6か月毎に実施

・不要照明の消灯

(退出時､休憩時間)

燃料の削減

・自動車

アイドリングストップ

効率的なルートでの運転

給油毎にタイヤ空気圧の点検

・灯油､ガスによる温水温度の適正化

一般廃棄物の削減

・分別の徹底

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

・梱包材の再利用

・裏紙の再利用

・電子メディアの活用による印刷物の削減

産業廃棄物の削減

・作業ミスによる廃棄量の削減

・素材別ボックスの設置

・リサイクル業者の開拓

・分別の徹底

・再資源化先の開拓

水道水の削減

・食器等のため洗い

・掃除のとき湯水や洗剤を使いすぎない

・捨て水を有効活用する

・節水シールの貼付けとポスター掲示

・ストッパー付きホースリールの使用

■次年度環境経営計画

赤信号手前､下り坂でのアクセル踏込み禁止

環　境
管理

責任者

専務

代表者

社長

総務部

土木部

建築部

12月～2月
・

3月～5月
・

6月～8月
・

9月～11月

環　境
事務局

総務部
主任
・

建築部
常務

3月
・
6月
・
9月
・
1月
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適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境基本法 事業活動に伴う公害を防止し､自然環境の保全措置を講ずる

グリーン購入法 環境物品

地球温暖化地策の推進に関する法律 温室効果ガスの排出抑制

環境配慮事業促進法 事業者は事業活動に係る環境情報の提供に努める

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 マニフェストの交付と5年間の保存義務

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(産業廃棄物) 積上げ高さの厳守､雨､風､悪臭発生の防止､保管場所の掲示

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(一般廃棄物) 可燃ゴミ､不燃ゴミ､缶､ペットボトル､プラスチック等分別排出

建設リサイクル法 分別解体、再資源化の促進

資源の有効な利用の促進に関する法律 再生資源利用計画の作成(建設副産物)

特定家庭用機器再商品化法 特定家庭用機器の適正処分

ダイオキシン類対策特別措置法 14日前までに都道府県知事に計画書を届出､完了後の報告

労働安全衛生法 工事開始14 日前までに所轄労働基準監督署に届出

廃PCB処理法 適正処分

フロン排出抑制法

大気汚染防止法 石綿除去工事

オフロード法 排ガス対策型建設機械

浄化槽法 定期点検､浄化槽の処理後でなければ公共用水域に排水禁止

下水道法 排水量50トン/日以上､排水基準

騒音規制法 バックホー､トラクターショベル､ブルドーザー等

振動規制法 鋼球を使用しての破壊作業､ブレイカー等

阿南市環境基本条例 公害対策及び産業廃棄物の適正処理等､生活排水による水質汚濁対策

その他市町村の環境基本条例 規制基準の遵守

徳島県環境基本条例 規制基準の遵守

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果､環境法規制等の逸脱はありませんでした。

また､過去3年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。

■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

エアコン､冷蔵･冷凍機器等､3か月毎の目視による自主簡易点検(7.5kw以上)
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実施日：令和5年1月13日

環境経営方針 ☑変更なし □変更あり
環境経営目標・計画 □変更なし ☑変更あり
実施体制 ☑変更なし □変更あり

■これまでの環境活動の紹介

2020年までに、あらゆる種類の森林の、持続可能な形の

管理をすすめ、森林の減少をくいとめる。

また、おとろえてしまった森林を回復させ、世界全体で

植林を大きく増やす。

知ってほしいこと、私たちが実行できること

毎年470万ヘクタールの森林が消えている

目標：自然に優しいイノベーションを

実行：生活の工夫や環境によい

 商品選び裏紙等の再利用

 で使い捨てをできるだ

 け減らし、小さな森プ

 ロジェクトを続ける

■代表者による全体の評価と見直し・指示

本社事務所では、今期から働き方改革、ワーク・ライフ・バランスの導入により電力使用量、
水道水使用量が大幅な改善が見受けられました。しかし、新型コロナウィルス感染症対策や熱
中症対策といった電力・燃料の増加傾向になる問題点も残る一年ではありました。
また本社、現場共に産業廃棄物の削減及び再資源化の推進を創意工夫してくれました。今後も
課題のひとつである産業廃棄物の削減の為の分別及び再資源化業者の開拓及び施工方法のさら
なる創意工夫に期待します。

代表取締役　森本 則明

小さな森プロジェクト
展示場 令和５年４月 撮影

(平成２８年１０月 植樹)

小さな森プロジェクト
Ｋ様邸 令和５年４月 撮影

(平成２８年６月 植樹)
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